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論文内容の要旨

重要な複素曲面の類にK3 曲面があり，射影空間の次数 4 の超曲面はその一例である。 K3 曲面のモ

ジュライ空間およびそのコンパクト化を考える上で，また， 3 次元複素多様体を分類する上で， K 3 曲

面の退化を研究することは極めて大切である。そこで，本論文の目的は， K 3 曲面の退化を調べること

である。この論文では，準安定的なものを主に考察する。

Kulikov (1977) と Persson-Pinkham (1981)は， K 3 曲面の準安定退化 π:X→ムを，特異ファ

イパーの既約成分がすべて代数曲面であるという仮定のもとで調べた。かれらは，その仮定のもとで π:

X→ムは，標準層が自明となるような準安定退化に改変できることを証明した。

この論文では， K3 曲面の準安定退化を，上のような仮定をつけずに研究する。まず，上記の Kulikov

と Persson-Pinkhamの結果を一般化する。それによれば， K 3 曲面の準安定退化は，標準層が自明な

準安定退化に改変されるかあるいは，その特異ファイパーの成分に Hopf曲面または (C B)-曲面と呼

ぶ四型曲面をもっO ついで， K 3 曲面の準安定退化で自明な標準層をもつものを分類し，そのような退

化の特異ファイパーの成分になり得る曲面を特徴付ける。そこで，この問題は，単純楕円型特異点およ

びカスプ特異点の平滑化問題と同等であることがわかる。

次に， K 3 曲面の準安定退化で，いかなる準安定改変も自明な標準層をもたないような例を系統的に

構成する。すなわち，代数的という仮定がなければ， Kulikov と Persson-Pimkhamの結論は必ずしも

成立しないことがわかる。前述の結果から，このような退化の特異ファイパーには， Hopf曲面または

(CB)-曲面が必ずあらわれるが，さらに，どのような Hopf曲面または (C B)-曲面が， K 3 曲面の

準安定退化の特異ファイパーの成分になるかという問題も考察する。これは，ある種の曲線の配置をも
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つK3 曲面が存在するかという問題に帰着される。これらの結果の応用として，幾何種数が 2 の Goren­

stein曲面特異点の平滑化の判定条件を与える。

最後に， (C B)-曲面を特異ファイパーに含むようなK3 曲面の準安定退化を系統的に構成し，その

結果として，第 2 Betti数が 5 以下である既知の (CB)-曲面はすべて， K 3 曲面の準安定退化の特異

ファイパーの成分になることが証明される。

論文の審査結果の要旨

3次元複素多様体Xから 1 次元開円板ム={tEC;1 t 1<ε} への全射な固有正則写像 π:X→ム

を考える。各ファイパーは連絡であるとして，ムの原点を除く各点 t 上のファイパー X t を一般ファイ

ノfー，原点上のファイパーX を特異ファイパーと呼ぶ。一般ファイパーが非特異複素曲面であるとき，

π :X→ムまたはX を曲面の退化という。もし X が被約かっ単純正規交叉因子であれば，準安定退化

という。任意の退化は基底変換と自然な修正変換によって準安定退化にす:ることができる。

コンパクト 2 次元複素多様体 S が自明な標準因子をもち，位相的に単連結ならば， s を K3 曲面とい

う。 K3 曲面を一般ファイパーとする準安定退化に関して， Kulikov 及び、Persson-Pinkham は「特異

ファイパーの既約成分はすべて代数曲面である」という仮定を設けて研究した。とくに， π:X→ムを

準安定退化;r' X' →ムノでX' の標準因子が自明であるようなものに修正変換できることを示した。

西口健二君は本論文において，特異ファイパーに関する Kulikov達の条件を除外して，非ケーラー曲

面への退化をこめて， K 3 曲面の退化を考察した。その主要結果によれば， π:X→ムは自明な標準因

子をもっ準安定退化に修正変換できるか，または πの特異ファイパー X の既約成分に四型の非ケーラー

曲面が現われる。自明な標準因子をもっ準安定退化には決して修正変換できないような例も存在する。

特異ファイパーX の既約成分の交叉の仕方は双対グラフによって記述される。さらに K3 曲面の退化

の特異ファイパーの既約成分になりうる複素曲面の特徴づけも部分的に成功している。この特徴付けの

問題は単純楕円型またはカスプ型特異点の平滑化問題に同等である。これらはいづれも，この分野にお

ける新しい立派な結果である。

楕円曲線の退化の研究が複素曲面論の発展に果した重要な役割りから考えて， K 3 曲面の退化の研究

が 3 次元複素多様体論の発展を促すことが期待される。西口君の研究がこれに寄与する所は大であると

思われる。よって本論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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